






 【要約】    人の下垂体より抽出された TSH は、その個体により差があり、また、その

力価は、NIH や WHO より配布されている高純度 TSH を基準にして測定されるが、全く同一

の力価を持つ TSH を得るのは難しい。最近、安定した TSH の供給のため、mammalian cell

culture によるリコンビナント-h-TSH(R-hTSH)が市販された。1997 年になり、アメリカの

National Academy of Clinical Biochemistryのガイドラインは、標準物質として R-hTSH

の使用を推薦した。我々は、1996 年度より R-hTSH の使用の可否について検討を開始し、

今年は、Genzyme 社の R-hTSH のロット差(D50120、M21831、M22269)についての検討を実

施した。その結果、R-hTSH の 2 ロツト(D 50120、M21831)は、NIH-TSH にほぼ近似してい

ると考えられ、そのロット差は、10%程度であったが、この 2ロットと M22269 の間には 3 O%

以上の差があった。M22269 の Specific Activity は、他ロットの 6 5%であり、もし仮に

Specific Activity に差がないとすれば、この 3 ロットは一致するのではないかと考えら

れるが、ロット差の原因については、今後の検討が必要である。ロット差が改善され、安

定したロットの供給が可能になれぱ、R-hTSH が使用できると考えている。


